
富山県防災士会会報（第36号）

令和5年度 通常総会開催
吉澤理事長の新体制がスタート
～防災協働社会実現を目指して～

日頃からNPO法人富山県防災士会の活動に深いご理解と
多大なご支援を賜り，誠にありがとうございますb

佐伯前理事長に代わりまして，
令和5年度から理事長を務めさ
せていただく吉澤 実でござい
ますbさて，新型コロナウイル
ス感染症の感染症法上の取り扱
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いが2類相当から5類に変更と

已寧r l懲蕊鶉鯨蝋長
（吉澤実諦雲張） るように感じていますb
本会の令和5年度通常総会も5月20日に4年ぶりに開
催されたところであり，今後の活動への力強い一歩を踏み
出しました。
富山県防災士会は，平時には地域防災力の向上，災害時
には支援活動に取り組む防災士や防災士の活動に賛同する
一般市民への支援を通じて，安全で安心な社会の実現に寄
与することを目的としていますも
この目的達成のために，行政・関係磯関と一層密接な連
携を図りながら， 唯民の自助・共助の推進に向けた防災
意識啓発活動を継続することにより策定する地区防災計画」
の策定について支援することに特に重点を置きたいと考え
ていますb併せて,これまで同様,地域防災活動のリーダー
にふさわしい防災知識･技能の研鎭に励むとともに，学校
教育における防災・減災支援事業の実施や防災・減災のた
めに活動する団体への防災謹座2防災講演会等の封匝によ
る支援事業を行ってまいりますb
今日まで，多くの会員の皆嚴や関係機関のご尽力に支え
られてきたことに深く感謝申し上吠 引き続き，本会の目
指す防災協働社会づくりが達成できますよう，なお一層の
お力添えを賜りますようお願い申し上げますb

通 常 総 会 議 事 の 概 要

5月20日，婦中ふれあい館において開催した通常総会で
は,予想を超える出席者で会場がほぼ満席になる状況の中，
総会成立(会員数362名,会場出席者数72名,書面評決125
名，委任状55名の合計
252名）幸皓の後，議長
に若宮宏明氏を選出して
議事が進められ，第1号
議案から第5号議案まで，
満場一致で承認された。

特定非営利
活動法人

富山県防災士会
<H30年1月1旧登記〉

令和5年7月1日
発 行 富山県防災士会
〕郵各先090-3760-3702

信蒻勝局長：上田）

(議事での主な質問項目は以下のとおり）
1日本防災士会の会費を助成金の分だけ減額できない畑
2自主防災組織への活動支援・協力金の内容は何力も
3富山県から助成金を受け取ることはできないの力も
4NPO法人の会計制度について教えてほししも
5防災士の活動にボランテイア保険をかけているの力も
6県内の大規模災害発生時に備え,積立金の検討を願う。
7女|生防災士の集いに男性が参加しても良いのではない恥
8富山県防災士会の会員数をもっと増やすべきではない力も

富山県防災士会と日本防災士会富山県支部の
-

-在り預言弐千で調子蔀から提案

会員の皆様には，総会議案書とともに郵送しましたが，
『｢富山県防災士会」と「日本防災士会富山県支部」の在り
方について』という1枚の資料をご覧になったと思います6
今年度の総会では,議事終了後に事務局から説明があり，
今後，理事会で検討を進めながら，広幸職を通じて週渉を
お知らせすることになっています6
改めて資料に記載した内容の課題部分を関係図で示して
みました。

NPO法人 日本防災士会

※特定非営利活動法人富山県防災士会と
NPO法人日本防災士会富山県支部は、
一体師こ運営されてきた。

20型年4月1日より、『支部
の条件｣に合致しない支部
は日本防災士会の支部と
認めない．
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1【支音”条件】
i1.役員(理事)の全員が日本防災士会！

Ii の正会員であること。
i2．支部正会員の過半数が日本防災士！
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【対応案として示された3項目】
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1①富山県支部の会員資格を正会員（日本防災士会会員）｜
｜と賛助会員(同上非会員)に分ける。 ‘110
1 → 賛 助会員の議決権が無くなる。 ’11
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I③富山県支部を日本防災士会に返上し､NPO法人富山県｜
｜防災士会を単独とする。（日本防災土会への入会は自由）’1
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対応案に示された運営の方向性やデメリットは，現在予
想できる内容の一部分です､基本的には，会員の皆様が防
災士として，能力向上のための講習会，研修会への参加や
地域の中で防災士として活動されることへの影響が無いよ
う今後の理事会で選択肢の検討を進めます6次号の広幸剛
でも検討内容をご紹介しますので宜しくお願いしますも

会員数’362名（令和5年5月末日現在）

特定ﾖ階利活動法人

富山県防災士会 会報
(NPO法人日本防災士会・富山県支部）

NPO法人日本防災士会
富山県支部

会 の う F 会 員 で あ る こ と 。 - 1

(通常総会の会場風景）
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富山県防災士会会報（第36号）

防災士宝田 茂義（富山市）

興会そして町内会の自主防災活
I』 ー 「

」 令 勾

動に参加していますb私と防災 一一 ユ ュ

活動との関わりは，平成'9年に -9ラ ーーヨ

璽鱈潔奎壹襄駕響l塀
平成16年10月の台風によって，私の町内でも一音昧下
浸水の被害がでました。当時，私も深夜に避難を呼びかけ
る消防車に起こされて，鵜坂小学校に避難した経験があり
ました。避難する時，住宅街の外に広がる田んぽが湖のよ
うになり，その水面に近くのコンビニの建物を逆さに映し
出している光景は,今も鮮明に脳裏に残っていますb
平成24年に防災士の資格を取得し,富山県防災士会へ入
会したことで，地域の防災力強化にも積極的にかかわるよ
うになりますb令和元年の千曲川の洪水被害をきっかけに
神通川でも起きるかもしれないといった危機感が自治振興
会内部で高まり，地区防災計画の策定へと動きだしますb
私は計画の原案段階から関わり，地域の皆さんを対象と
した講演会, DIGやHUGにもけん引役として活動しま
した。現在，公的避難所となる粥諏小学校にも防災資機材
を酉嚇し，遡釧堵300人で1.5日分の食料をローリングス
トック方式で配備する体制が整いつつありますbこれから
も地区防災計画を常に見直し，減災の一助となるよう活動
を展開して行きたいと考えています6

日本防災士会の総会で小杉氏力濫査報告

令和5年6月17日，星陵会館ホールにおいて日本防災士
会通常総会が開催され，富山県防災士会元理事長の小杉邦
夫氏が，監事を代表して監査報告をされました。
会場には，佐伯
前理事長，吉澤新
理事長も出席して，
監査報告を傾聴し
ました。
報告の一部を紹

介すると，事務局
員の常駐体制を取
っていながら就業
規則や給与規定が （壇上で監査報告をする小杉邦夫氏）

ないこと。また,総会の決議を要しない業務糊ﾃのうち重要な
識決に理事会が関わっていないこと。さらにアルバイトを含め
た事務局3名体制でI鉤てな事務処理を担っており，激務の状況
にあること等’7項目の課題 問題が提起されました。
そして課題のそれぞれに対する今後の改善要望が具体的に
示されました。日本防災士会の監事として，組織の行く末を案
じながら職責を全うされたお姿に敬意を表するとともにご労
苦をねぎらいたいと思いますも小杉様お疲れ様でした。

林茂様が富山県防災士会へ多額のご寄付
（林建設の私募債を活用）

令和5年4月19日，林建設社長の林茂嚴より富山県防災士
会へ多額のご寄付を頂きました｡林茂嫌ご自身も弊会の会員で
あり，本紙32号では「小型車両系建設磯械運転資格」の情報
を頂いて，紹介記事を掲載しました。その林儀から今度は，ご
寄付の申し出があり，佐伯理菖張が贈呈式に臨まれました。

（林社長（中央）から佐伯理事長（右）へ贈呈）
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1私募債とは,一定の高い適債基準を満たした優良企業が,その信用lI
l力を背景に発行するもので,林建設が令和5年3月24日に発行した｢富｜
｜山銀行SDGs私募債(富山鋼了保証付)｣の富山鋼了が発行企業から｜
|受け取る手数料の一部を利用し,地域の教育機関等に図書や備品,ス’
1 1

1ポーツ用品等を寄付する取り組みでれ I
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令和5年各地の総合防災訓練計画の概要

※上記は6月末迄の集約情報で-爽計I鵬覗察や参加を希望される方は
富山県防災士会事務局へお問い合わせ願いますも

富山県防災士会広幸賠Mでは，皆様の活動隣Rを
お待ちしていますろ連絡先：090-3760-3702（上田）

私は富山市
婦中峨胃坂
区で自治振
ﾖ主防災活
私と防災
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No. 主催地 開 催 日 時 開 催 場 所

1 富山県 8月27日〈日） 高岡市テクノドーム
詳細未定

2 富山市 10月1日（日）
日:30～11 : 80

勺 陀 ｵ 垂 I p L 参 , 1 , 巻 燕

冒中耐､オ竜疋

3 小矢部市 9月24日（日）
B:30～11:80

ﾗ脾皀 ﾐ宙爵h ｢ ﾅ宇但E 7 X自苛刀焼言砦

昌幸耐出木疋

4 砺波市 9月24日（日）
日:80～12 :00

屑I § 帝 ｲ 太 琶 + ﾜ 、 j 々 -

( 蛎 琿 而 憧 所 、 出 町 中 字 恢 、 出 町 小 字 恢 地 ノ

5 射水市 10月29日（日） 七味コミュニティセンター

6 南砺市 10月29日（日）
9 : 0 0～1 1 : 3 0

雷 屑 辰 壼 吉 男 亘 甲 弓 J 1 , 署 耗

言手術､オミ正

7 氷見市 9月8日（日）
日:go～12 : 00

評語牙喜ら、匡倉官〔重両目壹堂:産三里､画"才受引'1箔〕

言 キ ポ ､ 本 正

8 高岡市 8月27日（日）
8 : 0 0～1 1 : 0 0

■ロー 画▲ ■ニーーーユ 全屯会合一一
面 岡 巾 方 野 中 字 孜 卜
<野村小学校､下関小学校､二塚小学校）

9 朝日町 8月27日<日） 会場はサンリーナ(詳細未定）

1 0 入善町 予定なし 隔年実施のため ,今年度は無し

11 黒部市 8月20日（日） ｵ 停 号 丁 塞 未 + N 】 I 壷 合 同 毛 ; 窒 龍 信 羊 z m 聿 室 、

〆 ･ ' 1 J 雷 . 笏 1 口 子 宗 月 甲 子 1 叉

12 魚津市 9月24日(日） 涌愉111閏 ;刀彌" ､夫雨や柵】= lヂｰ ﾄ黒十聯h悠雲

メイン会場 西布施公民龍､サテライトあり
13 滑川市 B月20日（日） 午前中開催 詳細未定
14 上市町 未 定 詳細未定
15 立山町 11月1旧(土） 立山町役場･立山町立高野小学校

16 舟橋村 予定なし 総合防災訓練は4年に1度｡今年は無し。


